
青少年の適切なインターネット利用に係る対策について 

 

１ 現状 

 スマートフォンやゲーム機などインターネットに接続できる機器

が急速に普及しており、青少年による有害情報の閲覧やネットいじめ、

犯罪等に巻き込まれるなど深刻な状況が生じている。 

   出典：内閣府「平成２４年度 青少年のインターネット利用環境実態調査」より 平成２５年３月 

 

２ 主な取組 

（１）子供安全見守り講座 

  ア 目的 

    携帯電話（スマートフォン）の危険性や保護者の役割につい

て啓発するネットアドバイザーを県内小中学校等へ派遣し、子

供のための安全安心な環境づくりを推進する。 

  イ 対象 

    小中学生の保護者、青少年健全育成団体など 

  ウ 実績 

    平成 22年度 派遣 256団体、17,279名受講 

    平成 23年度 派遣 249団体、15,457名受講 

    平成 24年度 派遣 228団体、15,355名受講 

    平成 25年度 派遣申込 172団体（11月 14日現在） 

 

資料２ 



  エ 効果 

(ｱ) 講座受講者からのアンケート結果 

・受講してよかった 95.5％ 

     ・保護者向けの啓発講座は必要 96.7％ 

   (ｲ) 受講者からの意見 

・親もよくわからないスマートフォンなので、今日はとても

勉強になった。 

・携帯を持たせる前に、講座を聞くことができてよかった。 

・家族会議を開き、改めて話し合いたい。 

 

（２）青少年健全育成条例の改正について 

  ア 目的 

    スマートフォンのフィルタリングについては、従来の携帯電

話と比べ法令の整備が十分でないことから、青少年を有害情報

や犯罪から守るため、携帯電話事業者、保護者及び県がそれぞ

れ取り組む事項について定める。 

  イ 内容 

(ｱ) 携帯電話事業者の義務 

    ・スマートフォンに対応したフィルタリングの説明義務 

    ・スマートフォンに対応したフィルタリングの導入を支援す

る義務 

(ｲ) 保護者の義務 

     携帯電話事業者が実施する説明を聴く義務 

(ｳ) 県の義務 

     保護者、青少年及び関係事業者等に対する協力義務 

  ウ 施行時期 

    平成 25年 10月１日 

 

 

 



（３）情報モラル啓発ＤＶＤの作成について 

  ア 目的 

    情報社会のルールや情報モラルの知識とトラブル防止のため

の方策を啓発するため、児童生徒及び保護者向けのＤＶＤを作

成する。 

  イ 内容 

    １話 10分から 12分程度の編集で、ドラマ仕立てのもの５話 

   (ｱ) 小学生用（１話） 

「個人情報の公開、プロフィールサイト」 

(ｲ) 中高生用（３話） 

① 「掲示板、誹謗中傷、ネットいじめ」 

② 「ソーシャルゲーム、ネット依存」 

③ 「課金ゲーム、違法ダウンロード、架空請求」 

(ｳ) 保護者用（１話） 

「家庭のルールづくり、フィルタリング」 

  ウ 活用方法 

   (ｱ) 県内小・中・高等学校、特別支援学校に指導マニュアルと

ともに配布し、学校の教育活動で活用 

   (ｲ) 子供安全見守り講座で活用 

  エ 配布時期 

    平成 25年 11月末 


